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電話：075-353-6464 ファックス：075-352-4600  郵便振替口座：00950-3-78401 
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特別例会・会員限定 しお鯖一匹背負って小浜から京都へ ７月１９日(金)～２１日(日)   

第２６回さば街道Ｗ 「さば戦士」 26 名が完歩 
今年は鯖・人・文化の行き来した道：若狭街道ルート（初日４５㌔、二日目３５㌔）に設定されています。初日は小

浜いづみ商店街のさば街道起点を確認してから、八幡神社で全員の無事完歩を祈願しました。先ず若狭姫神

社、若狭の名水・瓜割の滝等の見どころを経て、熊川宿に至りました。途中で出会った地元の人から労いの言葉

をかけられ、さば街道が日常生活の中に生きているのを感じました。ここで昼食休憩後、水坂峠に向かう予定で

したが、突如、滝のような豪雨と雷鳴に襲われ、安全第一で朽木までサポート車でメンバーを急遽搬送しました。

いつもなら石楠花山荘を目指すコースで、この行程が疲れと道中の長さで、さば街道ウォークの最大の試練とな

っていましたが、朽木から再出発後、再度激しい風雨に見舞われ、やむなくサポート車による早めの石楠花山荘

への投宿となりました。宿に着くと石楠花山荘のみなさまの、心あたたまるおもてなしにより疲れが癒されました。

  

二日目は石楠花山荘を出発して花折峠から途中と言う名の集落へ。そこで弁当を広げ、いよいよ大原に出ます。

「途中越」と言う峠の山道はＫＷＡスタッフの方々が事前に草刈りしてくれたことを知り、頭の下がる思いです。大原と

言えば京都に着いたと言う感覚になりますが、大原の地は歩けど歩けど実に長く広い里山です。その中でひとつの

目標ポイントである「土井のしば漬け本舗」のソフトクリームは、いつも疲れた身体を生き返らせてくれます。休憩後、

再び雷雲で暗くなりはじめサポート車と、公共バスで出町柳・桝形商店街に直接向かいました。待ち受けていただい

た商店街の人に加えて、お客様も拍手で出迎えてくれました。感動の一瞬です。これらの人々によって「さば街道」

と言う言葉やこれに関する文化が絶えることなく、継承されていることを実感しました。さば街道ウォークを次世代に

継承する為に実施時期の検証や実施体制の再構築等をオープンな意見を募ることが必要でしょう。 

最後に、今後「さば街道ウォーク」挑戦を予定されている方々に、私の体験談をお伝えします。先ず不安になる

のが長い距離です。私は事前に淀屋橋から樟葉までの３０㌔を、歩き４０㌔可能と言う自信が生まれました。ふた

つ目は「リピート参加の難しさ」です。私は１０回を常に目標としていましたが、仕事やコロナのため、何度となく諦

めかけましたが、多くの「さば街道体験仲間」から「大丈夫！行けます。頑張りましょう」等の声をかけていただきま

した。素晴らしい仲間がいることを実感し、仲間の共通な宝である「さば街道ウォーク」の普及とその継承を守りた

いと願います。  

*** この紀行文は、「さば街道ウォークの魅⼒と継承」と題して、越智貴隆さん（会員）に投稿頂きました。 ***** 

 

ホームページもご利用下さい。 ＮＰＯ法人京都府ウオーキング協会 検  索 

針畑峠に集合 紀行文筆者の越智さん 
ゴールでのくす玉割 石楠花山荘を発つ 
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月例会のお知らせ

ファミリー １０月６日（日）  １０㌔ 

淀川三十石船水運の旅 ② 

  石清水八幡宮～枚方宿 
９月のウオークに引き続き、石清水八幡宮か

ら淀川の左岸沿いに枚方市まで史跡などを訪

ねます。最初は二宮忠八飛行器工作所跡で

す。「飛行原理」を世界の誰よりも早く発見した

二宮忠八が「玉虫型飛行器」の製作を本格的に

取りかかった工作所がありました。二宮の住まい

（八幡）は飛行神社となり、世界は同じ空の下で

つながっているという信念により、国籍関係なく

航空事故で亡くなったすべての人々の霊を祀っ

ています。 

次に１８０年前に外国勢力から京都を守るべく

建てられた樟葉砲台史跡を訪ねます。甲子園球

場程の広さで、諸設備の跡が確認できます。 

処で、八幡市から枚方市までの１２㌔にわたっ

て淀川に架かる橋が無い空白地が続きましたが

近々に、牧野～高槻間に架橋が決まったとの事

です。新橋の袂には住民の憩いの地として愛さ

れている阪今池公園が繋がるでしょう。牧野から

御殿山を経て、天の川とかささぎ橋を越え、枚方

市の大繁華街にゴールします。 

受  付： ９：３０～１０：００   

さざなみ公園（京阪・石清水八幡宮駅）  

ゴール： １４：３０頃  京阪・枚方市駅 

コ ー ス ： さざなみ公園（京阪・石清水八幡宮

駅）～二宮忠八飛行器工作所跡～史跡樟

葉台場跡～久親恩寺～光明院～片埜神社

～阪今池公園～かささぎ橋～宗左の辻～京

阪・枚方市駅 

この印は、ＪＲふれあいの対象です 

 特別基地第２２０回   
９月１９日（木） １０㌔   

「平安神宮神苑無料拝観」Ｗ   
１２９年前に建立された平安神宮では、毎年

秋に建立を記念し神苑の無料公開を行っており

ます。参加者は、ＪＲ京都駅に参集、五条大橋～

四条大橋～三条大橋を経て、岡崎公園にいた

り、神苑無料公開に参加します。 

西神苑から入場、まず路面電車の展示が現

れます。日本初の路面電車の現物展示で重文

指定されており、２０２５年には、移転展示される

との事です。歩を進めると咲き誇る萩に迎えられ

るでしょう。 

東神苑に向かって歩を進めると、お馴染みの

飛び石や池周回路が望めます。池には睡蓮や

ハスが咲いています。涼しい風が吹き渡る泰平

閣で来る秋を思い浮かべながら休憩しましょう。

その後、神苑を出て、JR・京都駅を目指して南

下、ゴールします。 

 

受 付 ： ９：３０～１０：００  

ＪＲ京都駅中央口前広場 

ゴ ー ル ：１３：００頃 ＪＲ京都駅  

コ ー ス ： ＪＲ京都駅～五条公園～三条大橋

～東山三条～神宮道～平安神宮（神苑拝観）

～冷泉通り～川端通り～JR 京都駅  

参加費： ３００円 

 

 

市民に愛される阪今池公園 萩が咲き誇る 

飛び石を楽しむ 

さざなみ公園 
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特別基地 第２１９回 

「祇園祭前祭」観賞ウオーク 
日 時 ： ７月１７日(水)  晴れ 

参加人数： １４２名   距離： １０㌔ 

担 当 ： 福島リーダー  

京都駅で受付、五条児童公園を経て、観賞ポ

イントの市役所前に参集しました。参加者は

夫々、日陰の見物場所を上手に見つけ、行列巡

行を待ちました。１０時３０分に先頭を切って、長

刀鉾が御池通りに入り、見事な辻回しに大きな喝

采を受けていました。ところが、その後の山鉾の進

行がスローペースになり、今まで経験したことのな

い遅い動きに、「今年は河原町御池の辻回しで手

こずっているのかな？」との声が頻りでした。後ほど

めました。三宅八幡宮で、休憩後も団体歩行

を続け、蓮華寺の先で右折、叡山電鉄の踏切

を渡って「ケーブル八瀬駅」へ向かうのを諦

め、真っすぐ南下。隣好院、宝曈寺を経て赤

山禅院でトイレ休憩。雨もパラパラと降りだし、

足を速めて、音羽川沿いに西進し、北山通り

を進み、地下鉄・松ヶ崎駅に無事ゴール、ゴ

ファミリーコース  １０月２７日（日）  １３㌔   
東山山麓の美術館巡り  
残暑も去って、読書の秋、芸術の秋、食欲の秋

などと、様々な秋がありますが、落ち着いてなんと

なく芸術的な気分になりますね。色付き始めた東

山山麓に点在する博物館や美術館を静かにめぐ

りましょう。 

 受  付： ９：３０～１０：００   

ＪＲ京都駅中央口前前広場  

ゴール： １４：００頃  鴨川河川敷（賀茂大橋）

コ ー ス ： ＪＲ京都駅～京都国立博物館～京都国

立近代美術館～京都市京セラ美術館～野村美術

館～泉屋博古館～鴨川河川敷（賀茂大橋）  
月例会のお知らせ 

判った事実は、「鶏鉾の車輪の一部が突然破

損。鶏鉾は巡行を断念し、後続の山鉾は、鶏鉾

とすれ違い交差を経て巡行に入った」事によりま

した。愉快な動作で好評な「蟷螂山」、今年も手

足を巧みに擦り合せての仕草に笑いが上がって

いましたが、突然に鎌の一部が脱落するハプニ

ングが生じました。「鶏鉾車の破損」や「カマキリ

部品破損」と珍事が続出しました。「見所コース

 
 
ファミリーコース        

静寂の洛北ウオーク     
日   時 ： 6 月２3 日（日）  曇り 
参加人数： ５４名   距離： １３㌔ 

担 当 ： 依田リーダー 
    
雨の天気予報の朝、地下鉄・国際会館駅前に

集合。今にも雨が降りそうなため、雨の降る前の

ゴールを期すため、ショートカットのコースに変

更し団体歩行で出発。湿度９０％に近く、ムンムン

した中で、ウオークを楽しむことを忘れ、雨が降

る前に、早くゴールへ着きたいと、黙々と歩を進

ール後、数分して、

大降りの雨、ショー

トカットのコース変

更対応が適切な判

断で、濡れなくてよ

かったと、皆さん、

や観賞ポイントへ

の誘導」が有効

で、楽しんでいま

す」と、例会参加

者から嬉しい評

価を頂きました。 

 
山鉾図面と照らし合わせ 

三宅八幡宮で休憩 

京都市京セラ美術館 

例会の活動報告 
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あとがき  

今年の中秋の名月は９月１７日です。京都には月見の名所

がありますが、なかでも有名なのは大覚寺の大沢の池に竜頭

舟を浮かべて観月の夕べが行われます。 「光る君へ」平安人

になった気分を楽しみましょう。 ≪編集 阿部・中川・西田≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
        

 

 

 

お知らせ      
  

特別基地第２２１回 「時代祭り」観賞ウオーク    
日   時 ： １０月２２日（火）  

受  付 ： ＪＲ京都駅中央口駅前広場  ９：３０～１０：００ 

ゴ ー ル ： ＪＲ京都駅 １４：００頃    

コ ー ス ： ＪＲ京都駅～東洞院通～京都御苑（時代祭）～堀川遊歩道～ＪＲ京都駅   

距   離 ： １３㌔   参加費： ３００円   

 

特別基地 第２２２回 「東山もみじ」ウオーク    
日   時 ： １１月２４日（日）  

受  付 ： ＪＲ京都駅中央口駅前広場  ９：３０～１０：００ 

ゴ ー ル ： 地下鉄・今出川駅 １４：００頃    

コ ー ス ： ＪＲ京都駅～五条公園～鴨川河川敷～岡崎公園～南禅寺～若王子神社～霊鑑寺～法然院

～銀閣寺～地下鉄・今出川駅   

距   離 ： １３㌔   参加費： ３００円  

 

第１１９回 ふれあいウオーキング教室  
 
日 時： １１月１４日（木） 

集 合： ９：３０    集合場所： ＪＲ京都駅中央口駅前広場   

教 室： NPO 法人京都府ウオーキング協会事務所など  受講費： １０００円  

受講希望者は、１１月６日（一週間前）までに協会事務局にお申込みください。 

  
      

 

 

会員を増やそう！ 

 一緒に歩く仲間を一人でも増やすことが 

ＫＷＡの健全な運営に必要です。お友達や

ご近所の方に声を掛けましょう。 

会員数 ３５９名（７月２５日現在） 

 

観にウオーク  

祇園祭鉾組立て 見学 
日 時 ： ７月１３日(土)  晴れ 

参加人数： １14 名   距離： 7 ㌔ 

担 当 ： 中川リーダー   
    
鉾組立の昼休み時間の見学を避けるた

め、１２時３０分に梅小路公園に集合。初参加

が多く、長い列ができたため、2班に分かれて

出発。綾西公園で IVV を配布し、西洞院通り

を北進、四条通りを越えた所にある蟷螂山を

見学、期待していたカマキリのカラクリはまだ

完成していませんでした。最大の鉾である長

刀鉾のある四条烏丸通りにまで立ち並ぶ鉾や

懸装品を見ながら進み、長刀鉾で自由解散し

ました。解散後、地図と同時に配布された山鉾配

置チラシを見ながら山や鉾を満喫し、帰宅されま

した。この鉾の組立は中々見る機会がなく、東京

から来られた参加者もおられました。祇園祭は山

や鉾を引くだけでなく、各町内の人が準備から組

み立てまで協力しあう姿を見て京都人のパワーを

感じた一日でした。 

 

この印は、ＪＲふれあいの対象です 

月例会のお知らせ 

蟷螂山を見学 


